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 鐵鰯媒に就てはブイツシヤー氏が研究の初期に於て廣 く研究したが,何 れ もその活性は劣弱

であり,原 料ガス1m3よ り最高50 ccの ガソリンを得たに過ぎなかつた.其 後フランス及印

度で研究されたが現在のニツケル系,コ バル ト系,或 はニツケルー コバル ト系燭媒に比較する

と,其 の活性は約 糖一施 程度であり,一 般の注意を惹かなかつた・しか し鐵を主艦 とし た 燭

媒は非常に低廉に得 られ,原 料 も國産品のみで間に合ふこと,製 造法にも別に困難な黙は無 く

原料ガスとしては水性ガスより硫黄化合物を充分に除去するだけでそのまエ(水 素 を過剰にす

る必要なく)使 用し得られ,又 生成したガソリンは多量のオレブィン系炭化水素 を含有し,其

オクタン憤 は相當高いと想像 される事等の幾多の特貼があり工業的に重要覗する便値が多分に

あるものと思はれる・斯かる見地から鐵鰯媒に就て再槍討を加へる必要を痛切に感 じ,2年 程

前より鐵鯛媒に關する研究を開始し今日に到つてゐる.@pち 鐵燭媒の調製法 として種々の研究

の結果,指 盟 として珪藻土を使用し,硝 酸璽溶液 より沈澱法により調製 し,少 量のアルカリを

添加 し,3C高 濫でのzk素還元虞理 を慶止して,從 來の成績を遙に凌駕する事が出來, Fe+25%

Cu十125%珪 藻土+2%K2CO3鰯 媒により78cc/m3の 合成油が得 られた・亜で鐵燭 媒 の活

性促進剤に就て多数 の實験 を行 ひ,以 上のi媒 に2%のMnを 添加した ものにより88cc/m3

の合成油を得た・斯様な系統の燭媒(Fe+25%Cu+125%珪 藻土+3%Ka COs及Fe+25%

Cu+2%Mn+125%珪 藻土+2%KOH)を 用ぴ,昭 和13年3月 頃1時 聞ioo aの 原料ガス

を虚理する合成櫨にて試験 し,そ の結果 を第3報(くり)として獲表した.帥 ちこの場合は實験室の装

                   (54)
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置(1時 間{z41の 原料 ガスを虞理する)V`よ る結果の85ん90%に 達する合成油牧量が得られ

たが,燭 媒の耐久性はコバル ト燭媒のそれに比し著しく劣る事が認められた。3C活性の衰へた

鐵燭媒 はコバル ト燭媒に於ける如 く室氣による緩慢 な酸化によつては充分その活性は回復 され

ない事 も認 められた・第3報 嚢表後 も樹鐵賜媒の活性促進剤に關する研究が進められ上記の如

く2%のMnを 添加したものに更に3%のA1203を 添加すると94 cc/mgの ガ ソリンが合成

された・叉最近はTR酸 或は其の璽 類が鐵燭媒の活性を著 しく増加する事を稜見し, Fe+25%

Cu+2%Mn+125%珪 藻土+20%HaBOs+3%KOH燭 媒によ り120 cc/msも 合成 され,

將にコバル ト燭媒の約85%に 達する成績 を得るに至つた(こ の活性の大な燭媒 は本實験の開始

直前 に嚢見 されたのである).斯 様な鐵燭媒研究の獲展の跡を顧ると第1表 に示す様である.

             第1表 鐵 燭 媒 の 改 良 の 経 過

        鯛 媒 組 成   ガ勢縮合離騨 鰹彊
  Fe+25%Cu+125°o珪 藻土+200K2COa            39.0    78    131.4

   Fe+25%Cu+2%Mn+125°o珪 藻土+2%K2CO3      41.9   88   132.O

   Fe+25%Cu+2%Mn+3%Al203+125%珪 藻土+2° °K2COs 39.7   94   131.O

   Fe+25%Cu+2%Mn+20° °HsBOa+125°o珪 藻 土+3%KOH 47,4   120   98.2

      注意  何わ も實瞼室 に於て調製,試 験 され た結果 である.

 しか し斯 様 に 活 性 の 相 當大 とな つ た鐵 燭媒 に よつ て も樹 燭 媒 の 耐 久 性 は鯨 り大 で は無 く,第

2表 に 示 し た如 く本 試 験 工 場 で 大 規 模 に製 造 され た 鐵燭 媒(タ ブ レ ツ ト)を17日 間 に亘 り實 験

室 に て純 粋 な原 料 ガ ス を 用 ひ蓮 績 試 験 を な した 結果io日 に し て合 成 油 牧 量 は最 初(最 高)の 約 牛

分 に な つ て し まふ.帥 ち第1日 は牧 縮36・5%,合 成 油牧 量83cc/m3で あ るが,次 第 に活 性 を低

下 し10日 目 に は ガ ス牧 縮 牽19・5%,合 域 油牧 量36cc/m34Lて 燭 媒 の 活 性 は約 牛 分 に減 少 して ゐ

る.更K後 に反 磨 温 度 を高 めた が 絵 り活性 は 回復 出 來 なか つ た ・之 等 の 結 果 を第2表 及第1圖

に示 す 。

              第2表 鰯 媒 耐 久 試 験

   燭 媒 織 譜 雛 響 留 俄"BO3+125%麟 土+3%K2CO3+80°oCaCOs

l麟1 2禦≒學攣 業B辮
 ガ ス 牧 縮%    36.5 34.832.027.3 27.225.0 23.721.5 21.7 19.5 20.5 18.2 is.722.0 17.0 162 14.0

 合 成 油 牧 量cc/m8 83 83 69 62 62 54 50 44 46 36 39 34 32 36 29 25 23

 合 成 油 沃 素 債  102108127127143 -153144161154153162160181185208一

      注 意 本 試験 工場 製 の タ ブ レツ ト鰯 媒 を用 ひ實 瞼 室 で試 験 せ る も の
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    委 斐
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 前述の如 く鐵燭媒により合成 された合成ガ ソリンはオレフィン系炭化水素 を多量に含有 し,

そのオクタン債 も相當大であると想像 されるので,原 料ガスの庭理量毎時3m3の 容量 を有す

る合成櫨1Vo.7に より大量の合成油を製造し,ガ ソリンの性能 を試験すると共に鐵燭媒 を大規

模 に使用する場合の合成朕況 を考察し,且 つそれをコバル ト燭媒の場合と比較せんとして本實

験 を行つたのである.本 報は力砥 る實験結果の一部即ち合成試験に關する報告である・

 本實験 は本合成石油試験工場 に於ける大規模實験の第13回 に當るもので,昭 和14年2月25日

に開始し,同 年3月6日 まで蓮績10日 聞に亘 り行はれたものであり,こ の間實験 は極 めて順調

に進行 し,後 述の如 く豫期以上の好成績を牧めたのである・

               實 験 之 部

 鰯  媒

 本實験に使用 した鐵鰯媒の組成は第3表Aに 記 した如 く鐵一銅一マンガンー珪藻土一炭酸加里一

棚 酸 系 の 鯛媒で,鐵 の原料には電解鐵を硝酸に溶解して用ひ,銅 及マ ンガンの原料には夫k

の硝酸甕を用u,試 験工場に於て大規模に調製,成 型された もので ある。三種の燭媒 を製造 し

て全量を30Zに なる如 く混合 した・各kの 燭媒の活性及混合量 は第3表Bに 示 した如 くであつ

て,夫 々の活性及混合量 より平均活性を求めると合成油の牧量 は87cc/m4と なつた・而 して

斯様な燭媒の耐久性は第2表 に示 した所である・燭媒の活性試験及耐久試験は何れも實験室に

於ける合成装置(毎 時41の 原料ガスを庭理する)で 純粋のCO=H・z^-1:1の ガスを用ひ,反

癒條件を工場に於 けるそれと略等 しくして爲したものである・
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             第3衷 燭 媒 の 組 成 及 活 性

  A)鯛 媒 の 組 成

 番   號           騰   媒   の   組   成

 Fe No.1  Fe+25°oCu+2° °Mn+125%珪 藻土+20° °H3BOa+80° °CaCOs+3/KzCOa

 Fe No.2       同        上

 Fe No.3  Fe+25%Cu+2%Mn+125%珪 藻上+2.8° °KzCOs+20° °HaBOs

  B)燭 媒 の 活 性

番 號反野 合騨 ガ欝 響 縮 燈灘 ≒計鰹濃 雛
 FeNo.1  254     16     3.6    39.0     53    33    86   104       ill

 Fe No.2 254    16    3.5   41.9    49   41   90  98.5    161

Fe No.3 254    17.5   4.1   35.6    42   35   77  88.0     3Z

平 均254 - - 402 50378799.4合 計301

  注 意 何 れ も試 験 工 場 製 の タ ブ レ ツ ト鰯 媒 を實 瞼 室 で 試 験 せ る もの,CO:H2窪1=1

     ガ ス 空 間速 度 約100

 合 成 耀
               、

管内に燭媒 を牧めその周園を加熱油を以て加熱する方式の鐵製合成櫨で,ガ ス塵理量毎時3m3

の容量 を有し,燭 媒の装入量 は約301で ある・この合成櫨(No・7)の 概略は第2圖 に示した

如 くであり,ガ スは或 る程度豫熱 されるようになつてゐる・加熱用の油としては引火窯の高い

Shell Lubricant No.4を 用ひ、た・

 原料 ガス

 從來報告 したのと同檬に大阪瓦斯株式會肚製の硫黄分の少いガスコークスを使用して製造 し

た水性ガスを原料ガスとして用ひた・鐵燭媒に封する最適ガス組成はCO:H2蟹1:1で,水 性

ガスより硫黄化合物を除去 したLけ で用ひた・帥ち水性 ガスより,先づサイ ロツクス法で,亜 で

水酸化鐵法(乾 式法)で 完全に硫化水素 を除去 し,從 來報告 したのと同 じ有機硫黄固定剤()L

ツ ク ス マ スー水 酸化銅一苛性 ソーダ)に より有機硫黄化合物を除去 して合成用ガスとした・ガ

ス分析 も從前通 リオルザツ ト式ガス分析装置に改良を加へたものを使用した・使用した原料ガ

ス(水性 ガス)の ガス組成及硫黄含量を第4表Aに 示す・

          第4表  A・原料水性ガスのガス組成及硫黄含量

              ガ ス 組 成  vo1.-00     硫黄含量gS/100mﾟ     日      
1陶一一胸一嘲一一一一一   一

           CO2 02 CO  Hz CH4  N2  全硫黄   有機硫黄

   第1日岬第6日   3.6  0.0 43.3 47.8 1。1  4.2  30。0   182

   第6日一第8日   1.0  0.1 44.3 45.9 1.6  7.i  24.6   15.8

 ・                (57)
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            第4表B. ガ ス 組 成 の 攣 化

・鷲 駕一 ガ夢欝 容籔

1{鴇襲 鐸 船i:i欝i認 伽1:0.5580.4

1{鴇羅 撫ill ll:i iiii響30.7 i:0.6684・

1{卑昌講 鐸 趣ili襯i藷 轍i:oss 82.6

1{濃講r購 蝋li:il職 籠 一 一80.O

l{綿講 鐸 趣1:il難i蕊 伽1--

1{綿撮 灘,寵i騰i蕊 鄭 一 一

1{卑寵 羅 、寵 糀 職 鷺 一 一82.2

       合成 用  3.2  -  0.0 40.2 45.3  3.4  7。9

1櫟 餐 翫;1;,:ll::5.940.60.532.1、6.75.31 .9,8.46.621.01:㎜80.4

  注 意  残留とあるのは反慮ガス組成の原料ガス組成に封する%を 示す

      重炭化水素(CmHn)は 濃硫酸を用ひて定量した値である・

 賢験装置及貿験操作

 本實験では薪 しく製作された合成櫨No・7を 用ぴた鮎と,原 料ガスとしてCO:Hs--1:1

の水性ガスを用ひた爲に,從 來行つた電解水素の補給を爲さなかつた窯との二瓢を除いては水

                   C58>
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  第2圖 合成櫨(No・7)の 概略及温度測定位置

       ガス入ロ
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性ガスの獲生,ガ スの精製,合 威,油 分の牧得等に關する装置及操作は全 く從來の報告(第 二

回報告((.)))に記載 したのと同様である・

 伺一般の反慮條件を示すと次の様である・鐵暇媒の最適反慮温度は250～260。Cで あり,コバ

ル ト燭媒のそれが200～220。Cで あるよりも高い ガス流速は3m"/hr.,燭 媒量は301を 用

ひた.自 口ちガス塞聞速度は約100で ある

 合成装置の一部を下に示す・

 實験の1過,結 果及其の考察

 ホルダーに貯藏 された水1生ガスを先づサイ・ツクス法により,次 に水酸化鐵法(乾 式法)に

より硫化水素 を完全に除去 し,こ れを200。C前 後に加熱 された間接加熱式有機硫黄除去櫨に通
                            (3)
した ・有 機 硫 黄 固定 剤 は前 回 の實 験(第8～11回 實 験,第4回 報 告)よ り蓮 績 し て使 用 した の

で あ つ て,ル ツク スマ ス に封 して夫kIOwt-%の 水 酸 化 銅 と苛 性 ソー グ を添 加 した もの を約300

Z用 ひ た ・ これ に よつ て 有機 硫 黄 化 合物 を そ の中 に固 定 し,高 度 に 精製 され た ガ ス は0.4～0.25

gS/100m3程 度 の硫 黄 を含 む に過 ぎす,こ れ を合 成 用 に供 した ので あ る ・ 合成 用 ガ スの組1戎

                  (60)
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             第5表 有 機 硫 黄 除 去 状 況

・ 月 ・ 時 刻 舗 騨c難 書慧3

箸{2弓8日 灘 二灘1::1::1651:::::::0049、430.380.43

管{3馬2日 灘=灘ll:二120121:二ll:ll:ll::、48…o.zs

欝{3」i3日 雛=灘::1二:4141:10521:ll::1:1、50・390.38

翔3∵ 日軍ll:麟 欝1:二=1616::oa54二:1192257193256253・ …34"

雪{3畢 午後8幣 前8A;"F190--202219n 259210259200260200260、570.250.2・

  注 意  各上段は有機硫黄分の除去 に關 するもの(合 成用 ガス).

       各下段は反慮ガ スr關 するもの(活性 炭通過前).

       有機硫黄 固定荊 の温度1・2.3.4は 除去壇 に於 ける測定箇所で燃嶢ガスの入口に近 きもの

       の順で あ る.

       合成用筋媒 温度1.2.3.4.5は 第2圖 に圖示 した貼 の温度で ある.温 度 は何れ もその實瞼

       時間 中の平均温度であ る.

を第4表Bに,有 機 硫 黄 除 去 櫨 の歌 況 及 合 成 用 ガ ス中 の 硫 黄 含 量 を第5表 に示 した.

 斯 の 如 く高 度 に 精 製 され た合 成 用 ガ ス を流 速3m3/hr.に て合 成 櫨 に通 じつ 玉吹 第 に鯛 媒 の

温 度 を高 めた ・ この 温 度 が230。C程 度 にな つ た時,反 感 管 の ガ ス入 口部 分 の賜 媒 温 度 は急 に

                                  (1)

劇 しく上昇し,加 熱油の温度よりも約40。Cも 高くなる事があつた・第3報 の]001の 装置に

於ては斯の如き現象 は認められす, i媒暦と油の温度に大きな差は無かつた.こ れはこの部分

で急激 に合成反慮が起 り出 した ものと考へられるが,こ の現象は本装置ではガスが若干豫熱 さ

れる様 になつてゐる爲であるか,或 は他の原因によるものかは不明である・加熱油の温度を適

當に調節 して,暫 時の後鰯媒温度は略均一になつた・しかし合成の初期には反慮管の前牛の温

度が比較的高 く,其 塵で主 として合成反慮が起つてゐる事が認められ,其 の後實験が進むにつ

れ,鰯 媒の温度の最高部分は次第にガス出口の方に移動し,中 期には略中央が最高 となり後期

には全艦が略均一の温度を示 した・この燭媒の温度分布欺況は鰯媒の活性保持状態を判断する

一つの指標とな り得る事 を認めた・之等の燭媒の温度分布朕況 を合成の各時期に別ち第6表 に

示した・

                    <sl)
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          第6表  反1管 内 の 温 度 分 布

麟謂朧 。r欝1讐 。

騨{i:53256257257256253250246244237223-24725025225325024724424223722452255255255253249247244242236223

響{鰹iii iii iii iii ii;iil iii iii iii il

徽 解{i257258259259.5259.5259.5259259-256257258258.5259259258-258259259259 .5259259258:258.525723052582572365258255229

   注 意  反鷹管の位置3.4.5は 第2圖 参照のこと.

       第7表  合域櫨加熱状況,反 慮温度及合成状況一一覧

日 月・ 時鴫 ボ 響C 1攣 響 蕪 鱒
一  2月26日  午 後0時  14  238 233 248250255238234 3 .0  26.0

第1日1:;1穰 鷺2638237235
.,235235.,25825926224423822552552572412424:12727:1

第・日{:ll‡ 諜5062::1;:;;:1::1::224824212482431:::1:1

第・日{3脂 隼灘7486:1::4042;:0232:1:::::02446247::13232:1

第・・{:1難98110:4644246258256260244248252254:5854:5250::131129:1

第・日{3p3 q襯 割1::4646244244::t ao z:322 Z:5242:4242:1::;:;::

第・・1摺 章諜146158246248:452482::;:1:1:::4252::;:130
26:l

  l 5同  午 前0時  170  252 251 255255257256254 2.8  27.5第7日

  1 5日  午 後0時  182  254 254 258259260 259258 2.9  25.6

第・日lsq6q輩 諜1:ll:1;:1:5959:::::1:::1:1;:;14
20:1

 注 意 反 慮管内温度測定箇所L2・3・4.5は 第2圖 を参照 され た し.
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 燭媒が漸時均一に加熱 され235～260℃ になつた時,ガ ス牧縮率は25～32%を 示し,更 に

實験が進むにつれ鯛媒の加熱状態は漸時均一となり,こ の最高及最低温度の差が15～5。Cと な

り,全 艦に亘 り最適反鷹温度となつた結果,ガ ス牧縮率 は上昇し32%前 後を示し,合 成用ガス

中の有効ガス含量(CO:H2置1:1)が 約80%あ る事を考慮に入れ ると極めて満足すべき結果

が得られた・第5日 目に到 リガス牧縮率は若干下 り鰯媒の疲勢が認められて來たが,反 磨温度

を次第に少しづ 玉高 める事により2i%j後 のガス牧縮率を第7日 目まで保持する事が出來た・

 本實験中時kガ ス流速 を3m3/hr.よh大 にしてみたが,こ れより少しで も大にすると燭媒

が疲勢してゐない場 合は些程の影響は無かつたが, i媒の疲螢につれガス牧縮率は著しく低下

する事が認 められ,第8日 目にはガス流速 を6m3/hr・ 程度にしたが,ガ ス牧縮率は15%程 度

となり,流 速 を元にもどすと再び20%程 度まで上昇 した・これと逆にガス流速 を之 より小にす

るとガス牧縮i…倒ま増大 した

 合成櫨の加熱状況,燭 媒の温度(反 鷹温度),ガ ス流速及ガス牧縮率の代表的の値を第7表 に

纒めて示 した・これにより上記の事を明に爲し得ると思ふ.

 全實験を通 じての合成成績を第8表 及第3圖 に示す・帥ち反感櫨の直下で5・51の パラフィ

ン分が得 られ,水 冷却器で凝縮 して得 られた燈油分は11・81,活 性炭 に吸着 された揮獲油分は

27.6Zで あり,合 成油総計は44・91で あつた・術水 も若干得 られた.

 これに封 しガス通過量は燭媒の還元が大艦終つたと考へ られる貼より起算して6f1.2m3(温

度及墜力の=補正なし)に 及び,全 髄として70cc/m3の 合成油を得た事になる・これは合成用

ガスの有効ガス含量の約81%よ り計算すると實に86cc/m3と なる 尚ガスの平均温度を10。C

と假定するとガス通過量は618.5m$と なり,73cc/mgの 合成油牧量となる.こ れ,を有敷ガス

含量の81/よ り計算すると90cc/mgと なる・叉之等の値は全實験に亘つて居 り,最 適反慮條

件下で行はれた ものばか りでは無V・事に注意 しなければならなV・・一方この合成試験に用ひた

燭媒の平均活性 は第3表Bに 示した如 く87cc/mg(ガ ス量には温度及歴力の補正 を加へた)で

あ り,斯 の如 く水性ガスを使用して大規模に實験したに拘 らす實験室に於ける試験(毎 時41

のガスを虞理する)結 果 より少し優れた成績が得 られたのである・尚本實験を通 じての最高牧

量を有効ガス含量より換算 した値は約100cc/mYに 及び實験室に於ける域績より遙 に よ)・,

斯 くして安債 な鐵燭媒により工業的にも極 めて有利にガソリンを合成 し得 る事が明となつた・

                   (G3)
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             第8表 合 成 試 験 成 績

・繍 騨 撚 鷲紘 チ潔毒蒜 粛欝塩鐸

翻to39=3923563240=2602552729::1:1?:;::1}6.813・1:1{撚38・

li黙il≡iii ili 2.83.04.41.30.80.7}:843・116・1:65(652Z8」`3.ll/msη

翻 鋼 器::0--25--2:::1:;1:ll:ll:1い ・8.・::8`493Z5863.41/ms

第 ・日183-一 一・・7255-一 一26・16.3・ ・・ ・ …  6.・6.・ 一{85017 .31/m$58

総 計1・ 一 ・・7- 一 一 ・・5・ … .6・4.・ 一{鰯 ム ・7・

  平 平

  穿 雰    第3圖 大 規 模 合 成 試 験

  寝x7n
  縮 速
  %m'/hr

  40 5

      
  30  4
      

  2り 3 

、。2

  0  1

         1.,345678日

                  實 瞼 時 間

 ガソールも第8表 に記 した如 く大髄3～41/ms得 られ,コ パル ト燭媒の場合(21/mg)に

比 して多量であつた・ガソールから重合ガソリンが製造 し得るものと考へ られるか ら,鐵 燭媒

でガソールが多量に得 られる事は,こ れを工業的に用ふる場合に更に利貼を加へる事になる・

 叉斯 く大規模で合成した場合は,燭 媒の耐久性は實験室で試験 した場合よ りも大であると考

へられる・帥ち第5日 目頃より少し疲勢が認められたに過ぎす,第7日 目に於て合成油牧量及

ガス牧縮率 も夫 々最高値の73%,83%で あつた・この聞時 々ガス流速を攣化 してゐる事,反 慮

温度が漸次高 くなつてゐる事及合成装置全髄の規模の職より毎 日ガソリンを回牧せす2,3日 毎

に回牧 した貼等より,眞 に比較する事は困難であるが,實 験室で試験 した場合 よりも耐久性が

                   (64)
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大 で あ る事 は第2表(第1圖)及 第8表(第3圖)と 比 較 す れ ば 明 で あ る と思 はれ る.メ タ ン

合 成 の 如 き副 反 慮 も大 して起 つて 居 なV・・3ζ一酸 化 炭 素 と水 素 との 消 費 率 も1:0.5～0.7で 實 験

室 に於 け る結 果 と差 異 が なV・,伺 反 慮 ガ ス申 の一 酸 化 炭 素 と水 素 との比 は 略1:2に なつ て ゐ

るか ら,こ れ を コバ ル ト燭 媒 に用 ひ得 る(第4表B参 照)・

 反 磨 ガ ス 中 の 硫 黄 含 量 は合成 用 ガ ス 中 の それ が0・4～0・25gS/100m3な る に封 慮 して,や は り

0・40.25gS/100msを 示 した(第5参 照).こ れ に よ る鐵 鰯 媒 の場 合 に も コバ ル ト賜 媒 に 於 け

          (3)
ると同様 に(第 四回報告)合 成用ガスを0・2gS/100m3以 下までの如 く精製しなくて も充分の

様に思はれる.

 鐵賜媒によりガソリンを合成する場合にはコバILト燭媒 による場合に比 して高沸鮎の炭化水

素が比較的多量に合成 される様で,反 窓櫨 より後部のパイプに度kパ ラフィン分がつまり障害

を起 した・鐵燭媒に より合成 されたY',.油 分及燈油分は,淡黄色透明で,沃 素慣は夫k191.5,68.7

であり,コ バル ト燭媒 によるそれ等は無色透明であ り,沃 素慣は夫 々124.5,429で あつて,鐵

燭媒による合成油がオ レフイ ン系炭化水素の含量に富む事を物語つてゐる.

 合成ガソリン及合成燈油の蒸溜試験の結果,夫 々約83%,44%を ・200℃ 以下に溜出する事が

明となつた.

 このガソリンの成分及性状に就ては都合により本報には記載 しないが,こ のオクタン債はコ

バル ト燭媒 によるそれよりも大であり,軍 味のもの(ア ンチノツク剤 を加へすに)に て自動車

燃料に適 してゐる事が認められてゐる・樹合成ガソ リンはエチル効果が非常に良い事 も明にさ

れてゐる・

 鐵脚媒の工業的慧義

 A日 ブイツシヤー法の石油合成の工場に醗いては コバル ト燭媒が使用されて居 り,此 の爲に

鰯媒費が生産費の重要な部分 を占めて居る・故にコバル ト燭媒の代に鐵燭媒 を用ふる事が出來

れば,合 成石油の生産費の低下に寄與する虞は甚だ大なるものがあらう.

 前述の様 に最近當研究室では鐵濁媒 により,CO:Hz=1:1の ガスを用ひてその1m3よ り

120ccの 合成油 を得 るに成功 した・

 又本實験の結果 を見 るに,鐵 燭媒の慶ガスは一酸化炭素 と水素 とを1:2の 割合に含んで居 り,

此ガスが丁度 コバル ト鰻媒に適 してゐる事は周知の事實である.若 し本實験の擾ガスをコバル

ト燭媒 に使用 したものとすると,全 髄 として1m3當 り120ccの 合成油を得る事は容易で,コ

パル ト燭媒 を用ぴた場合 と殆んど攣らない 帥ち牧量の鮎か らは今日既に少 くともコパルrの

一部 は鐵で代用し得るものと考へられる.

               C1)                             CZ)            C41

 唯此際本實験結果及第三回報告に示しだ結果を夫々第二回報告及第一回報告と比較すると明

                   (65)
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な如 く,鐵 燭媒の一つの欠貼はコパル ト燭媒に比 し耐久性が少い様 に思 はれる事である・これ

は如何なる原因に基 くものであるかは目下研究中であるが,そ の一原因としては鐵鰯媒によつ

ては比較的高沸職の重質の炭化水素が出來るので,燭 媒上 に附着するパラフィンの害が コバル

ト鰯媒の場合に比べて大であると云ふ瓢に在るのでは無いかと思はれる・若しそうであるとし

ても,コ バル ト燭媒の場合にも十数 日毎に鵬媒上のパラフィン分 を除去しその活性を回復 して

使用してゐると云ふことであるか ら,鐵鰯媒の場合にはその回数が幾分増加すると云ふ程度で,

鐵鰯媒の耐久性が少であると云ふ事は別段致命的な歓黙ではない様 に思はれる・しかし鐵燭媒

の耐久性 を増大さす研究は勿論の事,そ の反慮温度を低下 さす事及燭媒の活性回復 に就て も目

下鋭意研究を進めてゐる次第である・

                 纏    括

(1)鐵 銅 一マンガンー珪藻土一棚酸一炭酸加里系の鐵鰯媒を使用 し,毎 時のガス庭理量3mgの 容

量にて大規模合成試験を行つた・

 (2)全 實験 を通 じ合成油牧量は73cc/mlで あつた.こ れは合成用ガス中の有敷ガス含量 を

考慮に入れると實験室に於ける成績 よりも少し優秀であつた・

 (3)大 規模 に合成する場合には,賜 媒の耐久性は實験室的規模に於けるよりも大であると考

へ られる・しかし鐵鰯媒はコバル ト燭媒に比しその耐久性は少し劣る檬である・

 (4)鐵 鰯媒に就て も合成用ガスは0.293/100m° 以下 まで精製する必要 は無V・様である・

 (5)反 慮ガス中には一酸化炭素 と水素 とが1:2の 割合に含 まれてゐる事 を認めた,

 (6)鐵 燭媒の工業的意義 に就て言及した.

                 文    献

      (D化 學研究所講演集 第九輯    (2)化 學研究所講演集 第九輯

      (3) 同  上    第十輯    (4) 同  上    第八輯

                 後    記

 本合成試験を爲すに際 して,合 成櫨の設計には児玉信次郎,藤 田環;装 置の建設には橋本義

一郎,平 尾読市,白 石博;鱗 媒の製造には村田義夫;水 性ガスの稜生 には舟阪渡,橋 本義一・郎,

ガスの精製には舟阪渡;合 成試験には舟陳渡,村 田義夫,田 原秀一,橋 本義一郎・平尾読市・

白石博,湯 淺重雄,小 出公,山 田哲造,清 水丈,武 内竪一・;以上の諸氏が夫 々を主として推當

し,他 に本試験工場員一同の協力Kよ り途行されたものである・

 伺今回の實験 より松永六二先生の御助力を得る事になつた・株式會肚佳友本肚及佳友化學工

業株式會肚 より財政上及技術上多大の御援助を得た.殊 に津上雄三及八木裕爾氏 より技術上多

大の御助力を得た.薮 に記 して感謝の意を表す・           (昭和14年5月)
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